特集：軽井沢の宣教師別荘 ①　国の登録有形文化財となった「旧ハミルトン・アンド・ハード軽井沢コテージ」 by 松本 郁子
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とが判明した。そして2016年 6 月 5 日に行われ
た別荘の特別見学会にその卒業生、武藤和子さ
ん（保育専攻部1949年卒。静岡の賤
しず
機
はた
幼稚園元
園長）が参加され、武藤さんは実に76年ぶりに
別荘との再会を果たすことになった。
昭和10年代、ご家庭の事情で菅沼義子先生（幼
稚園師範科1924年卒。長野県、静岡県で長年に
わたり幼児教育に従事）の養女となり、当時小
学生だった武藤さんは菅沼先生とともに外国人
宣教師の先生方と夏に一週間ほど軽井沢に滞在
していたという。
武藤さんがオーナーの山田氏に案内されて別
荘の内部を見て回ると、メイドさんの部屋と考
えられていた部屋については「別荘に女中さん
はいなかった。料理もなにもかも先生方ご自身
がなさっていた」とのことで、ストーブの上に
鍋を置いて、武藤さんが大好きだったプラムを
先生方が煮てくださり、それをパンにつけてい
ただいたことなど当時を知る人ならではのエピ
ソードが次々と語られていった。さらには屋根
裏にあったトイレ用の木箱（※別荘のトイレは
穴の開いた木箱の下にたらいを置く簡素なもの
だった）が、幼い日に武藤さんも使用していた
木箱だったことも判明した。武藤さんは二階の
一番見晴らしのいい角の部屋に寝ていたという。
当時はベッドも置かれていたそうで、小さかっ
た武藤さんを宣教師たちが見守り育てていた様
子が武藤さんの言葉の端々からうかがえた。
1940年　最後の別荘滞在とクリスマス
この別荘を武藤さんが最後に訪れたのは1940
（昭和15）年のクリスマスで、武藤さんが小学
校 5年生の時だった。養母の菅沼先生と武藤さ
んは上田に住んでいたが、この時代、時局が厳
しさを増すなかで宣教師の先生方と親しかった
菅沼先生は、憲兵に目をつけられてしまい、子
ども心に養母と宣教師の先生方が置かれた厳し
い状況を察知していたという。
そして1940年の夏は宣教師の先生方が、アジ
ア方面の情勢が緊迫し今後訪問できなくなるか
もしれないという予測のもと夏休みは上海を訪
特別見学会（ 6 月5日）にて。東洋英和の関係者、ヴォーリズ建築愛好者などが集まった
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れていたため、軽井沢滞在はクリスマスの時期
となった。そしてそれが最後の別荘の滞在に
なったという。
ミス・ハミルトンから「この別荘はガントレッ
ト恒子さんにおゆずりしたからもう行かれない
よ。今年で最後だよ」と言われたことがとても
残念で、武藤さんはその「ガントレット恒子さ
ん」の名前を忘れようにも忘れられなかったそ
うである。内輪の者だけで過ごした別荘でのク
リスマスでは「丘の上の教会堂」という讃美歌
を日本語で歌い、その歌詞「雪に埋もれし…」
で歌われている情景が、その別荘での情景と重
なって今でも深く胸に刻まれている、と当時を
しのびながら武藤さんは語ってくれた。
そうしてこの別荘の所有はガントレット恒子
（矯風会、婦人運動に尽力、国際舞台で活躍し
たクリスチャン）とＧ.Ｅ.Ｌ.ガントレット（自
給伝道隊の一員として来日、日本へのパイプオ
ルガンの導入、秋芳洞の発見などで有名。日本
に帰化）夫妻のつながりから土井利章氏（越前
大野城主・土井家13代目）に移っていった。
その後、国際情勢が緊迫し次々と宣教師が帰
国していくなかで、ミス・ハードもいよいよ帰
国することになり1941（昭和16）年 4月、菅沼
先生と武藤さんの二人は横浜で先生を見送った。
ほかにも英和関係者がいたけれども憲兵の監視
を各人が充分に意識しながら、さりげなく散ら
ばってお別れしたそうである。続く厳しい戦争
の時代を経て、武藤さんは宣教師の先生方の思
いを継いで幼児教育に携わるようになった。戦
後になって武藤さんは軽井沢に別荘を探したも
のの見つからないままであったという。そして
76年ぶりにやっとその別荘を訪れることになっ
た武藤さんは「この懐かしい場所に来られたの
は、神様のお守りです」という感謝の言葉とと
もに、山田氏にミス・ハードゆかりの食器や花
器を贈呈され、特別見学会に参加した人々に大
きな感動を与えた。
文化財を支えていくには
2010年に別荘の存在をお知らせいただいて以
来、山田氏との折々の交流から東洋英和の史料
室も多くの史実を掘り起こす機会が与えられた。
今回のケースのように所有者ご本人の熱意と多
大なるご尽力により東洋英和に連なる歴史を有
する建造物が登録有形文化財になったことは驚
くべき経過だったといえる。
しかし、現在の文化財登録制度においては建
造物という維持が難しい文化財に対し、その修
復等に補助金が出るわけではない。軽井沢の森
に埋もれていた別荘を発見し、個人で修復保全
し、多くの人々にその恩恵を与えてくれた山田
ご夫妻のご篤志に大いに感謝しなくてはならな
いだろう。
史料室では東洋英和や宣教師に関する調査を
進め山田氏と情報交換を行いながら、「史料室
だより」No.77で別荘の歴史をまとめて刊行し
たことによりこの別荘の文化的価値を公表でき
たことは、小さいながらもせめてもの恩返しで
あった。今後もこの別荘の存在を心に留め、東
洋英和関係者、同窓生諸姉とともに何かしらの
かたちでこの別荘の活用に協力していけたら幸
いである。
松本　郁子（史料室嘱託）
ミス・ハードから贈られた食器について 
説明する武藤和子さん 登録有形文化財のプレート
